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職場における風しん患者の発生と

その対応について

静岡県西部保健所 所長 安間 剛

１ 静岡県西部保健所の現況
２ 本事例の概要
３ 探知と経過
４ 対応
５ 今後の課題（反省点）
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１ 静岡県西部保健所の現況

静岡県西部保健所

浜松市保健所

豊川保健所

豊橋市保健所

湖西市

湖西市

 人口 ５万９千人
 高齢化率 ２３．７％
 面積 ８８．５６平方メートル
 特徴 自動車産業を主体とした工業

製造品出荷額 県内４位
（事業所あたり 県内１位）

西部保健所

 静岡県の西部に位置
 管内人口 ６市１町５２万２千人
 高齢化率 ２３．８％
 特徴 自動車・オートバイを

中心とした第二次産業

浜松市

静岡市

2014Disease Control Division,ShizuokaPrefectural Government

風しん患者数

静岡県 全国

平成２０年 １７（１） ２９４

平成２１年 １（０） １４７

平成２２年 ３（０） ８７

平成２３年 ４（２） ３７８

平成２４年 １８（２） ２，３９２

平成２５年 149（４６） １４，３５７

平成２６年 ４（０） ３２１

平成２７年
第３０週まで

１９（１１） １０９

厚生労働省「感染症発生動向調査」
括弧内は西部保健所管内患者数

１ 静岡県西部保健所の現況 風しんの発生状況
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遺伝子配列が一致 １Ｅ型

2014Disease Control Division,ShizuokaPrefectural Government

Ａ社
・湖西市内
・部品製造メーカー
・患者22人（在住地
湖西市、浜松市等）

・事業所内の集団感染
・１月2３日～

２月17日発症

Ｃ社

・管外Ｇ市
・機器レンタル業
・患者 １人
・単発
・３月13日発症

Ｂ社

・湖西市内
・部品製造メーカー
・患者 １人
・単発
・２月2２日発症

同一の感染元が想定
されるが感染元は特

定できず

平成２７年1月下旬から県西部地域で散発的に「風しん」が流行し、患者
数（感染症法上の未確定を含む）は2４人となった。

２ 本事例の概要

取引関係
なし

３社の間に明らかな 疫学リンクなし

静岡県西部地域の流行による
報告

２ 本事例の概要 累積報告数
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人口比で比較すると、静岡県
の発生数が突出して多い。

２ 本事例の概要 人口百万人あたり

・業 種 部品製造業。
・従業員 約1,280人
・感染状況 感染元は特定できず。

患者の勤務場所は分散。
感染経路として疑われる事象（会議、喫煙所、食事等）
は確認できなかった。

・業 種 部品製造業
・従業員 約３０名。

・業 種 機器レンタル業。
・従業員 発生事業所内の従業員は約１０人

２ 本事例の概要

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

事業所の概要
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患者定義

○検査診断例

届出に必要な三徴（発疹、発熱、リンパ節腫脹）のうち
１つ以上を満たし、かつ、風しんＩｇＭ抗体陽性またはＰ
ＣＲ検査で遺伝子検出され、感染症発生動向調査（ＮＥＳ
ＩＤ）に風しんの検査診断例として届出された者。

○疑い例

届出に必要な三徴（発疹、発熱、リンパ節腫脹）のうち
２つ以上を呈し、かつ感染症発生動向調査（ＮＥＳＩＤ）
に風しんの検査診断例として届出されていない者

・国籍 日本 ２３人

・性別 男性 ２２名 女性１名

・渡航歴 最近の海外出張歴 ３名（Ａ社）
ただし、感染推定時期ではない。

２ 本事例の概要

年代 人数 年代 人数

３０～３４歳 ３名 ３５～３９歳 ２名

４０～４４歳 ５名 ４５～４９歳 ５名

５０～５５歳 ６名 ５５～５９歳 ２名

患者

患者属性
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２ 本事例の概要

症状

３特徴 症例数（発生比率）

発疹 ２３例 （１００％）

発熱 ２１例 （９１．３％）

リンパ節腫脹 １０例 （４３．４％）

検査診断例１３例中
ＩｇＭ抗体検出 １３例
ＰＣＲ法による遺伝子検出 ２例

診断

検査診断例 疑い例

１３例 １０例

症状・診断状況

３ 探知と経過 経緯

２月 ７日（土） 湖西市内診療所から「発生届」が西部保健所に提出。
１２日（木） 浜松市保健所より情報提供

・市内で発生した風しん２件のうち１件の発生届から、Ａ社の職場内感染の可能性あり
・Ａ社へＴＥＬ確認により１３名の発生の回答を得た。

１３日（金） 関係医師会、市立湖西病院、湖西市に情報提供。関係各機関との情報共有。
１６日（月） Ａ社訪問。状況調査。
１８日（水） 県庁疾病対策課、浜松市保健所、豊橋市保健所、西部保健所にてＡ社訪問し情報共有。

今後の方向について話し合い。
２４日（火） 国立感染研、関係各機関でＡ社訪問。これまでの検証と今後の方針検討を実施。

ワクチン接種の推進等を改めて実施。
２６日（木） 浜松市保健所から湖西市内Ｂ社勤務４０歳代男性の発生届があった旨情報提供。
２７日（金） Ｂ社訪問。Ａ社との確かな関連性なし。ＰＣＲ検査にてウイルス型は１Ｅ型で一致。
２７日（金） Ａ社、ホームページでプレリリース。また産業医によるワクチン接種開始。

２３日（金）にＡ社にて２２人目の患者発生あったが、以降Ａ社、Ｂ社とも新たな患者発生なし。

４月１３日（月）Ａ社「風しん終息のお知らせ」ホームページで発表。
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（１月２３日～２月２３日 ｎ＝２３）

３ 探知と経過 発症状況の推移

休業指示と休業基準（期間）の徹底 →診断当日からの休業が徹底された
発症者家族の健康状態確認。

手洗い、マスク、うがい等の実施の指導
接触者への注意喚起
社内イントラネット等を活用した「風しん」に関する情報提供
社員に対する予防接種の実施（2月27日～ 社内で実施）

行動調査、接触者の確認 → 別紙資料を作成し、関係機関と共有
妊娠または妊娠の可能性がある者の把握。

→発症者・発症者の周囲の従業員、発症者の家族

４ 対応（Ａ社）

発症した従業員に対する対応

他の従業員に対する対応

情報の把握と共有

風しんの流行状況
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「地域への感染拡大」、「先天性風しん症候群発生」の防止を対応目標と
して提示
休業指示と休業基準（期間）の徹底
行動調査、接触者の確認 →
発症者家族の健康状態確認。

浜松市保健所、豊橋市保健所、県疾病対策課、西部保健所、Ａ社の
グループメールを設定し、全ての連絡を共有化した。

地元医師会に「風しん」診断とワクチン接種への協力を依頼
Ａ社産業医の事業所内でのワクチン接種実施の手続

４ 対応（保健所）

企業に対する指示

情報の共有

風しんの流行状況

協力依頼

５ 今後の課題（反省点）

「企業」をターゲットとした新たなアプローチの必要性

対応開始後の流行拡大の防止に成功
地域への感染拡大・先天性風しん症候群の発生を回避

【成功の要因】 ・事業所の迅速な対応
・国立感染研の手厚い支援
・２県・３事業所・４保健所が関連する事例であった
が、関係機関の情報共有、意思疎通に成功

一方、「職場において３０代以上の男性社員の集団感染」を防止す
るためには成人男性のワクチン接種率向上が不可欠

○定期風しんワクチンの着実な接種に向けての取り組みの必要性

○妊娠前女性、成人男性、妊娠中の女性の家族への風しんワクチン
接種に向けての取り組みの必要性



9

「風しん」は企業におけるリスクであるとの認識が必要

地域に感染を広げた場合（最悪のケースとして「先天性風しん症候群の発
生」）の企業の責任と影響への認識

新興・再興感染症を中心とした感染症のリスク増大と、出張や駐在する社
員に対するワクチン接種の必要性

接種費用が全額損金に算入できることも併せて周知

７ 今後の課題（反省点）

ＢＣＰ（事業継続計画）

企業の社会的責任

海外進出に伴うリスク対応

企業に対する啓発のポイント


